
世
せ

界
かい

の

食
しょく

糧
りょう

不
ぶ

足
そ く

環
か ん

境
きょう

負
ふ

荷
か

市
し

町
ちょう

村
そん

の
税
ぜい

金
きん

の

損
そん

失
しつ

経
け い

済
ざ い

損
そ ん

失
し つ

餓
が

死
し

世
せ

界
かい

の

エネルギー
の損

そん

失
しつ

紛
ふん

争
そう

貧
ひん

困
こん

世
せ

界
かい

の

水
みず

の
損
そん

失
しつ

世
せ

界
かい

の

土
と

地
ち

の
損
そん

失
しつ

企
き

業
ぎょう

の

経
けい

営
えい

損
そん

失
しつ

食
しょく

品
ひん

ロスという言
こと

葉
ば

を聞
き

いたことはありますか？ 
食
しょく

品
ひん

ロスとは、まだ食
た

べられるのに捨
す

てられてしま
う食

しょく ひん

品のことをいいます。みなさんの生
せい

活
かつ

の中
なか

でも、
思
おも

い当
あ

たることがあるかもしれません。今
いま

、この食
しょく

品
ひん

ロスが大
おお

きな問
もん

題
だい

となっています。それはなぜで
しょうか？
まだ食

た

べられるものを捨
す

てることは、もったいない
のはもちろんですが、それだけではありません。私

わたし

たちは、好
す

きなものを好
す

きなだけ、いつでも食
た

べる

ことができます。そのためのしくみが暮
く

らしを支
ささ

えて
いるからです。このしくみには、食

しょく

品
ひん

をつくる人
ひと

や
運
はこ

ぶ人
ひと

など、さまざまな人
ひと

たちが関
かか

わっているほか、
食
しょく

品
ひん

をつくるための土
と

地
ち

や水
みず

、環
かん

境
きょう

ともつながって
います。
まだ食

た

べられる食
しょく

品
ひん

を捨
す

てることは、たくさんの
資
し  げ ん

源を使
つか

い、多
おお

くの人
ひと

の手
て

でつくられた食
しょく

品
ひん

をむだ
にしてしまうばかりか、さまざまな悪

わる

い循
じゅん かん

環を生
う

み
出
だ

してしまうのです。

食
しょく

品
ひん

ロスはどうして
問
もん

題
だい

になっているの？
まだ食

た

べられる食
た

べ物
もの

がたくさん捨
す

てられている

まだ食
た

べられるのに、
こんなにたくさん

捨
す

てられてしまうのは、
もったいないね

食
た

べ物
もの

だけの
問
もん

題
だい

じゃないんだね

食
しょく

品
ひん

ロスの問
もん

題
だい

点
てん

出典：一般社団法人 産業環境管理協会 資源・
リサイクル促進センター「食品の廃棄と食品
ロス」をもとに作成

ロス(Loss)は、
英
えい

語
ご

で「失
うしな

う」という
意
い

味
み

だよ

食
た

べられるのに捨
す

てられる食
しょく

品
ひん

食
しょく

品
ひん

ロスが生
う

まれる場
ば

面
めん

食
しょく

品
ひん

ロスは、世
せ

界
かい

で毎
まい

年
とし

およそ
13億

おく

トン※、日
にっ

本
ぽん

でもおよそ523万
まん

トン（2021年
ねん

度
ど

）生
う

まれています。
この量

りょう

は、少
すく

なく見
み

積
つ

もられている
ともいわれています。たとえば、世

せ

界
かい

自
し

然
ぜん

保
ほ

護
ご

基
き

金
きん

（W
ダブリューダブリューエフ

W F）とイギリ
スのテスコ社

しゃ

は、世
せ

界
かい

で毎
まい

年
とし

およそ
25億

おく

トンの食
しょく

品
ひん

ロスが生
う

まれている
と報

ほう

告
こく

しています（W
ダブリューダブリューエフ

W F 報
ほう

告
こく

書
しょ

”Driven to Waste"）。

そして、この食
しょく

品
ひん

ロスは、私
わたし

たちが毎
まい

日
にち

、好
す

きなものを好
す

きなだけ食
た

べられるしく
みのさまざまな場

ば

面
めん

で生
う

まれています。

農
のう

場
じょう

で出
で

る収
しゅう

穫
かく

時
じ

の食
しょく

品
ひん

ロスが特
とく

に見
み

過
す

ごされやすい。日
にっ

本
ぽん

の食
しょく

品
ひん

ロス量
りょう

に
は、つくり過

す

ぎや規
き

格
かく

外
がい

のために捨
す

てられる、出
しゅっ

荷
か

前
まえ

の食
しょく

品
ひん

ロス量
りょう

は含
ふく

まれてい
ない

食
た

べるとき

売
う

るとき

選
えら

ぶとき

調
ちょう

理
り

するとき

食
しょく

品
ひん

ロスは、
さまざまな場

ば

面
めん

で
生
う

まれているよ

01

食
し ょ く

品
ひ ん

ロス

資
し

源
げ ん

の
無
む

駄
だ

地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

自
し

然
ぜん

破
は

壊
かい

家
か

庭
てい

の
生
せい

活
かつ

費
ひ

の

損
そん

失
しつ

本
ほん

来
らい

は必
ひつ

要
よう

のない
ごみを処

しょ

理
り

しなけれ
ばならない

商
しょう

品
ひん

の返
へん

品
ぴん

、本
ほん

来
らい

は
必
ひつ

要
よう

のない廃
はい

棄
き

物
ぶつ

を
処
しょ

理
り

しなければならな
いことなど

13億
お く

トン

523万
ま ん

トン

※国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

食
しょく

糧
りょう

農
のう

業
ぎょう

機
き

関
かん

（F
エフエーオー

AO）による2011年
ねん

の報
ほう

告
こく

さらにその先
さき
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食
しょく

品
ひん

ロスってなんだろう？



食
しょく

品
ひん

で世
せ

界
かい

はつながって
いるって本

ほん

当
とう

なの？
私
わたし

たちの豊
ゆた

かな食
しょく

卓
たく

は世
せ

界
かい

中
じゅう

の食
しょく

品
ひん

でできている

弁
べん

当
とう

麺
めん

類
るい

菓
か

子
し

類
るい

・飲
の

み物
もの

多
おお

くの食
しょく

品
ひん

を、外
がい

国
こく

から輸
ゆ

入
にゅう

している私
わたし

たち。毎
まい

日
にち

の食
しょく

事
じ

の中
なか

身
み

をのぞいてみると、さまざまな国
くに

や
地
ち

域
いき

とのつながりが見
み

えてきます。
食
しょく

品
ひん

をとおして、さまざまな国
くに

と地
ち

域
いき

が仲
なか

よく協
きょう

力
りょく

することは大
たい

切
せつ

ですが、頼
たよ

りにし過
す

ぎてしまうこと
にも問

もん

題
だい

がありそうです。

日
にっ

本
ぽん

でも、さまざまな農
のう

作
さく

物
ぶつ

や畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

をつくって
いますが、それでも私

わたし

たちの要
よう

求
きゅう

に応
こた

えられるだけ
の食

しょく

品
ひん

を、日
にっ

本
ぽん

国
こく

内
ない

だけでまかなうことができてい
ません。その背

はい

景
けい

については、2章
しょう

や3章
しょう

でも、く
わしく紹

しょう

介
かい

していきます。

どこからやって来
き

た
食
しょく

品
ひん

か、調
しら

べてみると
おもしろいよ

オレンジ
（オーストラリア・アメリカ）
多
おお

くを、オーストラリアやアメリカ
から輸

ゆ

入
にゅう

している

ナルト（ロシア）
さまざまな魚

さかな

が材
ざい

料
りょう

として使
つか

われてい
る。そのうちのひとつ、スケトウダラは、ア
メリカやロシアからも輸

ゆ

入
にゅう

されている。
冷
れい

凍
とう

したすり身
み

を輸
ゆ

入
にゅう

することもある

クッキー・ケーキ
（アメリカ・カナダ・オーストラリア）
こちらも小

こ

麦
むぎ

粉
こ

（小
こ

麦
むぎ

）がおもな材
ざい

料
りょう

。ほ
とんどを輸

ゆ

入
にゅう

に頼
たよ

ってつくられている

せんべい（日にっ

本
ぽん

）
材
ざい

料
りょう

となる米
こめ

は、国
こく

産
さん

のものが多
おお

く使
つか

わ
れているけれど、中

なか

には、中
ちゅう

国
ごく

産
さん

やアメリ
カ産

さん

の米
こめ

と混
ま

ぜてつくられているものも
ある

コーヒー（ブラジル）
コーヒー豆

まめ

は、国
こく

内
ない

ではほとんどつくられ
ていないため、ブラジルやベトナム、コロ
ンビアをはじめとする、50近

ちか

い国
くに

から輸
ゆ

入
にゅう

している

チョコレート（ガーナ）
材
ざい

料
りょう

となるカカオのほとんどは、ガーナや
コートジボワール、エクアドルなどの熱

ねっ

帯
たい

の国
くに

や地
ち

域
いき

から輸
ゆ

入
にゅう

されている

紅
こ う

茶
ち ゃ

（スリランカ）
ほとんどが国

こく

産
さん

の緑
りょく

茶
ちゃ

に比
くら

べ、国
こく

内
ない

で
つくられる紅

こう

茶
ちゃ

はごくわずか。ほとんど
は、インドやスリランカをはじめとする、さま
ざまな国

くに

から輸
ゆ

入
にゅう

されている

チャーシュー（カナダ）
豚
ぶた

肉
にく

のおよそ半
はん

分
ぶん

は、アメリ
カやカナダなどから輸

ゆ

入
にゅう

され
ている

そば（中ちゅう

国
ごく

）
日
に

本
ほん

食
しょく

のそばも、材
ざい

料
りょう

とな
るそば（実

み

）の多
おお

くを、中
ちゅう

国
ごく

からの輸
ゆ

入
にゅう

に頼
たよ

っている

麺
め ん

（アメリカ）
小
こ

麦
むぎ

を粉
ふん

砕
さい

した小
こ

麦
むぎ

粉
こ

がおもな材
ざい

料
りょう

。
小
こ

麦
むぎ

は、ほとんどをアメリカやカナダ、
オーストラリアからの輸

ゆ

入
にゅう

に頼
たよ

っている

メンマ（中ちゅう

国
ごく

）
材
ざい

料
りょう

となるタケノコは、中
ちゅう

国
ごく

から輸
ゆ

入
にゅう

さ
れたものも多

おお

い

エビフライ（インド）
エビ類

るい

のほとんどは、インドやベ
トナム、インドネシアから輸

ゆ

入
にゅう

さ
れている。小

こ

型
がた

のサクラエビな
ど、一

いち

部
ぶ

国
こく

産
さん

のものもある

唐
か ら

揚
あ

げ（ブラジル）
鶏
けい

肉
にく

のおよそ3分
ぶん

の1は、ブラジ
ルなどから輸

ゆ

入
にゅう

されている

梅
う め

干
ぼ

し（中ちゅう

国
ごく

）
材
ざい

料
りょう

となる梅
うめ

は、国
こく

内
ない

でも栽
さい

培
ばい

され
ているけれど、価

か

格
かく

の安
やす

い中
ちゅう

国
ごく

産
さん

の
梅
うめ

が使
つか

われることも多
おお

くなっている

ご飯
は ん

（日
にっ

本
ぽん

）
米
こめ

は、自
じ

給
きゅう

率
りつ

の高
たか

い品
ひん

目
もく

のひと
つ。多

おお

くの場
ば

合
あい

、国
こく

産
さん

の米
こめ

が使
つか

われている。日
にっ

本
ぽん

で不
ふ

作
さく

の年
とし

に
は、タイやアメリカなどから大

たい

量
りょう

に輸
ゆ

入
にゅう

することもある

サケ（チリ）
サケ・マス類

るい

の魚
さかな

の多
おお

く
は、チリやノルウェーから
輸
ゆ

入
にゅう

されている

食
た

べることで知
し

らない
うちに、世

せ

界
かい

と
つながっていたんだね

04

小
こ  む ぎ  こ

麦粉の「国
こく ない せい ぞう

内製造」ってなんだろう？
小
こ

麦
むぎ

のほとんどは、外
がい

国
こく

からの輸
ゆ

入
にゅう

でまかなわれています
が、菓

か

子
し

や麺
めん

類
るい

の材
ざい

料
りょう

表
ひょう

示
じ

に、小
こ

麦
むぎ

粉
こ

（国
こく

内
ない

製
せい

造
ぞう

）と
書
か

かれているものを多
おお

く見
み

かけます。これは、日
にっ

本
ぽん

産
さん

（国
こく

産
さん

）とはちがい、日
にっ

本
ぽん

国
こく

内
ない

で、原
げん

料
りょう

となる小
こ

麦
むぎ

を粉
こな

々
ごな

にくだ

いて粉
こな

状
じょう

にする製
せい

粉
ふん

をおこなったことを示
しめ

しています。材
ざい

料
りょう

と
なる小

こ

麦
むぎ

は、国
こく

産
さん

のものも外
がい

国
こく

産
さん

のものも両
りょう

方
ほう

が含
ふく

まれてい
ます。

チョコレート（ガーナ）
となるカカオのほとんどは、ガーナや

コートジボワール、エクアドルなどの熱
ねっ

帯
たい

から輸
ゆ

入
にゅう

されている

ざまな国
くに

から輸
ゆ

入
にゅう

されている

世
せ

界
かい

中
じゅう

から
輸
ゆ

入
にゅう

した食
しょく

品
ひん

で
できているんだね
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食
しょく

品
ひん

は捨
す

てるほどたくさんあるの？



肉
にく

にいたっては、仏
ぶっ

教
きょう

の教
おし

えから、およそ1200
年
ねん

という長
なが

い期
き

間
かん

、食
た

べることが禁
きん

止
し

されてきたと
いう歴

れき

史
し

があります。
牛
うし

や馬
うま

が、農
のう

耕
こう

作
さ

業
ぎょう

や移
い

動
どう

手
しゅ

段
だん

に利
り

用
よう

する動
どう

物
ぶつ

であったことも、食
た

べ物
もの

としてあつかわれない一
いち

因
いん

でした。いろいろな食
しょく

品
ひん

を、多
おお

くの人
ひと

が自
じ

由
ゆう

に
選
えら

んで食
た

べられるようになったのは、実
じつ

はつい最
さい

近
きん

のことなのです。

スーパーやコンビニ、お弁
べん

当
とう

屋
や

さんなど、私
わたし

たち
の身

み

のまわりには、いろいろな食
しょく

品
ひん

が一
いち

年
ねん

を通
とお

して
豊
ほう

富
ふ

に用
よう

意
い

され、多
おお

くの人
ひと

がそれを口
くち

にしています。
このように、手

て

軽
がる

に食
しょく

品
ひん

が手
て

に入
はい

るのは、当
あ

たり
前
まえ

のことなのでしょうか？
ほんの100年

ねん

ほど前
まえ

までは、一
いち

汁
じゅう

一
いっ

菜
さい

という言
こと

葉
ば

で表
あらわ

されるように、ご飯
はん

とみそ汁
しる

、漬
つけ

物
もの

におかず
が一

ひと

品
しな

という、かんたんなメニューが、庶
しょ

民
みん

の食
しょく

事
じ

の基
き

本
ほん

でした。おかずといっても、豪
ごう

華
か

なメイン
ディッシュというわけにはいかず、身

み

近
ぢか

にとれる季
き

節
せつ

の野
や

菜
さい

や魚
さかな

など、手
て

に入
い

れることができるものの
中
なか

で、工
く

夫
ふう

してつくられました。

日
にっ

本
ぽん

の食
しょく

事
じ

はどのように
変
か

わってきたの？
食
しょく

生
せい

活
かつ

は健
けん

康
こう

にもつながっている

ご飯
はん

も白
はく

米
まい

だけではなく、
麦
むぎ

やアワ、ヒエなども
食
た

べられていたんだ さまざまな食
しょく

品
ひん

が食
た

べられるように
なったことは、平

へい

均
きん

寿
じゅ

命
みょう

の上
じょう

昇
しょう

にも関
かか

わりがあると考
かんが

えられています。食
しょく

品
ひん

には、さまざまな栄
えい

養
よう

素
そ

が含
ふく

まれてい
ます。バラエティ豊

ゆた

かな食
しょく

品
ひん

を、偏
かたよ

り
なく食

た

べることで、たんぱく質
しつ

・脂
し

質
しつ

・
炭
たん

水
すい

化
か

物
ぶつ

の3大
だい

栄
えい

養
よう

素
そ

と、ビタミンや
ミネラルをバランスよくとることができま
す。豊

ゆた

かな食
しょく

卓
たく

は、強
つよ

い体
からだ

をつくり、
健
けん

康
こう

を保
たも

つ土
ど

台
だい

となります。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

は、ご飯
はん

とみそ汁
しる

、
漬
つけ

物
もの

におかずが一
ひと

品
しな

という
ことが多

おお

かったんだって
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40

30

50

70

90

81.05

44.3

87.09

42.8

80.48 

74.78

67.75

63.6

炭
た ん

水
す い

化
か

物
ぶ つ

ビタミン

ミネラル脂
し

質
しつ

たんぱく質
しつ

体
からだ

のエネルギー源
げん

で、糖
とう

質
しつ

と食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

をあわせた栄
えい

養
よう

素
そ

（糖
とう

質
しつ

のひとつのブドウ糖
とう

は、脳
のう

の重
じゅう

要
よう

なエネルギー源
げん

になる）

体
からだ

の調
ちょう

子
し

を整
ととの

え、生
い

きていくた
めの体

からだ

の活
かつ

動
どう

を支
ささ

える栄
えい

養
よう

素
そ

体
からだ

の調
ちょう

子
し

を整
ととの

え、血
けつ

液
えき

や骨
ほね

をつ
くる。筋

きん

肉
にく

や神
しん

経
けい

の働
はたら

きを調
ちょう

節
せつ

するためにも大
たい

切
せつ

な栄
えい

養
よう

素
そ

効
こう

率
りつ

のよいエネルギー源
げん

。
体
からだ

の細
さい

胞
ぼう

や神
しん

経
けい

、ホルモンの
材
ざい

料
りょう

にもなる栄
えい

養
よう

素
そ

体
からだ

の筋
きん

肉
にく

、内
ない

臓
ぞう

、血
けつ

液
えき

や骨
ほね

など
をつくる栄

えい

養
よう

素
そ

平
へい

均
きん

寿
じゅ

命
みょう

の変
へん

化
か

02

肉
にく

食
しょく

がゆるされたのは
明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に入
はい

ってからの
ことで、それほど遠

とお

い昔
むかし

ではないんだ

米
こめ

からあげ（油
あぶら

）

トマト・オレンジ

チーズ

からあげ（鶏
けい

肉
にく

）・サケ（魚
さかな

）
たまご焼

や

き

出典 ： 厚生労働省「第20回  生命表（完全生命表）」／「令和４年簡易生命表の概況」をもとに作成

現
げ ん

在
ざ い

弁
べ ん

当
と う

昔
む か し

一
い ち

汁
じ ゅ う

一
い っ

菜
さ い

さい

ねん
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とど

くの？



北
ほっ

海
かい

道
どう

青
あお

森
もり

秋
あき

田
た

山
やま

形
がた

宮
みや

城
ぎ

新
にい

潟
がた

茨
いばら

城
き

長
なが

野
の

石
いし

川
かわ

香
か

川
がわ福

ふく

岡
おか

佐
さ

賀
が

熊
くま

本
もと

広
ひろ

島
しま

福
ふく

井
い

滋
し

賀
が

神
か

奈
な

川
がわ

愛
あい

知
ち

米
こめ

ができるまでを、もう少
すこ

しくわしく見
み

ていきましょう。

米
こめ

はどうやって
つくられているの？

おなじみの白
はく

米
まい

ができるまでいろいろな仕
し

事
ごと

がある

米
こめ

ができるまで

種
たね

もみの選
せん

別
べつ

消
しょう

毒
どく

育
いく

苗
びょう

昔
むかし

ながらの方
ほう

法
ほう

田
た

植
う

え

間
かん

断
だん

かんがい

刈
か

り取
と

り・脱
だっ

穀
こく

乾
かん

燥
そう

・もみすり

芽
め

を出
だ

す確
かく

率
りつ

が高
たか

く、丈
じょう

夫
ぶ

な苗
なえ

に育
そだ

つ種
たね

もみ
は、塩

えん

水
すい

に漬
つ

けるとしずむ特
とく

徴
ちょう

がある。こうして
育
そだ

てる種
たね

もみを選
えら

び出
だ

す作
さ

業
ぎょう

を、塩
えん

水
すい

選
せん

とい
う。選

えら

ばれた種
たね

もみは、消
しょう

毒
どく

され、均
きん

一
いつ

な苗
なえ

に育
そだ

つよう栽
さい

培
ばい

される

水
みず

を抜
ぬ

いたり、入
い

れたりする
ことをくり返

かえ

す

収
しゅう

穫
かく

は8～10月
がつ

ごろ。現
げん

在
ざい

は、コンバインという機
き

械
かい

を
使
つか

って、刈
か

り取
と

りと脱
だっ

穀
こく

（稲
いね

の穂
ほ

先
さき

からもみを取
と

ること）が
同
どう

時
じ

におこなわれることが多
おお

い。もみを乾
かん

燥
そう

させ、ついて
いるからを取

と

りのぞけば、玄
げん

米
まい

ができあがる。この玄
げん

米
まい

に
ついているぬかと胚

はい

芽
が

を取
と

って精
せい

米
まい

したものが、おなじ
みの白

はく

米
まい

収
しゅう

穫
かく 乾

かん

燥
そう

脱
だっ

穀
こく

間
かん

断
だん

かんがいをすると、
根
ね

が伸
の

びて、稲
いね

が丈
じょう

夫
ぶ

に
なるんだね

刈
か

り取
と

った稲
いね

を、
天
てん

日
ぴ

干
ぼ

ししたあとで
脱
だっ

穀
こく

するという、
昔
むかし

ながらの方
ほう

法
ほう

も
あるんだよ

日
にっ

本
ぽん

へ米
こめ

づくりが伝
つた

わったのは、縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の終
お

わ
りごろで、中

ちゅう

国
ごく

から伝
でん

来
らい

したと考
かんが

えられています。中
ちゅう

国
ごく

でさかんになった稲
いな

作
さく

は、インドやアジア各
かく

地
ち

にも
広
ひろ

がっていきました。
日
にっ

本
ぽん

の米
こめ

どころといえば、東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

や北
ほく

陸
りく

地
ち

方
ほう

、
北
ほっ

海
かい

道
どう

など、雪
ゆき

の多
おお

い地
ち

域
いき

を思
おも

いうかべるのではな
いでしょうか。
これらの地

ち

域
いき

の夏
なつ

は、日
にっ

中
ちゅう

の気
き

温
おん

が高
たか

く、夜
よる

は冷
ひ

えるという特
とく

徴
ちょう

があります。この気
き

温
おん

の差
さ

が、主
しゅ

成
せい

分
ぶん

となるでんぷんを、もみが蓄
たくわ

える働
はたら

きをうながします。
また、広

ひろ

い水
すい

田
でん

をつくることができ、雪
ゆき

解
ど

けの豊
ほう

富
ふ

な

水
すい

源
げん

があることも、米
こめ

づくりに適
てき

しています。あわせて、
コシヒカリなど、寒

さむ

さに強
つよ

い品
ひん

種
しゅ

がつくられたこと、
ビニールハウスでの育

いく

苗
びょう

など、寒
さむ

さの影
えい

響
きょう

を防
ふせ

ぐ技
ぎ

術
じゅつ

が発
はっ

達
たつ

したことも、寒
さむ

い地
ちい

域
き

での米
こめ

づくりをあとお
ししてきました。実

じつ

は、稲
いね

はもともと熱
ねっ

帯
たい

の植
しょく

物
ぶつ

で、
日
にっ

本
ぽん

でも温
おん

暖
だん

な地
ちい

域
き

を含
ふく

め、全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

で稲
いな

作
さく

がお
こなわれているのです。
品
ひん

種
しゅ

という言
こと

葉
ば

が出
で

てきましたが、ひと言
こと

に稲
いね

（米
こめ

）といっても、その中
なか

には味
あじ

や性
せい

質
しつ

のちがうもの
がたくさんつくられています。それら一

ひと

つひとつを品
ひん

種
しゅ

といい、それぞれちがった名
な

前
まえ

で呼
よ

ばれています。

全
ぜん

国
こく

で生
う

まれた米
こめ

よく耳
みみ

にする
コシヒカリ以

い

外
がい

にも
たくさん品

ひん

種
しゅ

があるんだね

04

青
あお

森
もり

香川

★ゆめぴりか
★ななつぼし

★サキホコレ
★あきたこまち

★つや姫
ひめ

★雪
ゆき

若
わか

丸
まる

★ササニシキ
★ひとめぼれ

★森
もり

のくまさん

★ 夢
ゆめ

しずく

★きぬむすめ
★夢

ゆめ

つくし

★コシヒカリ

★新
しん

之
の

助
すけ

★風
かぜ

さやか
★ひゃくまん穀

ごく

★青
せい

天
てん

の霹
へき

靂
れき

★ミルキークイーン

★はるみ
★ゆめまつり

★おいでまい

ようやく
できあがりだね

この他
ほか

にもたくさん
あるんだ

各
かく

地
ち

で生
う

まれた品
ひん

種
しゅ

の
一
いち

部
ぶ

を地
ち

図
ず

に示
しめ

したよ

★ あきろまん

★

★ 夢
ゆめ

ごこち
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魚
さかな

や貝
かい

はどうやって
とられているの？

とる漁
ぎょ

業
ぎょう

や育
そだ

てる漁
ぎょ

業
ぎょう

がある

とる漁
ぎょ

業
ぎょう

育
そだ

てる漁
ぎょ

業
ぎょう

水
すい

産
さん

物
ぶつ

のフードチェーンは、魚
さかな

や貝
かい

などをとる仕
し

事
ごと

（漁
ぎょ

業
ぎょう

）からはじまりま
す。四

し

方
ほう

を海
うみ

に囲
かこ

まれた日
にっ

本
ぽん

では、海
うみ

や川
かわ

、湖
こ

沼
しょう

など、さまざまな水
すい

域
いき

で
漁
ぎょ

業
ぎょう

がおこなわれています。水
すい

域
いき

ごとに、4つのとる漁
ぎょ

業
ぎょう

を紹
しょう

介
かい

します。

とる漁
ぎょ

業
ぎょう

に対
たい

し、育
そだ

てる漁
ぎょ

業
ぎょう

もあります。魚
さかな

や貝
かい

を稚
ち

魚
ぎょ

や稚
ち

貝
がい

、またはた
まごから育

そだ

て、育
そだ

ったものを出
しゅっ

荷
か

します。
沿
えん

岸
が ん

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

沖
お き

合
あ い

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

遠
え ん

洋
よ う

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

10トン以
い

下
か

の船
ふね

を使
つか

い、陸
りく

が見
み

えるほどの海
かい

域
いき

でお
こなう漁

ぎょ

業
ぎょう

。家
か

族
ぞく

経
けい

営
えい

など、小
しょう

規
き

模
ぼ

でおこなうことが
多
おお

く、日
ひ

帰
がえ

りで漁
りょう

をする。とることができる水
すい

産
さん

物
ぶつ

は、
季
き

節
せつ

や地
ちい

域
き

によってさまざま

10トン以
い

上
じょう

の船
ふね

で港
みなと

を出
しゅっ

発
ぱつ

し、日
にっ

本
ぽん

の200海
かい

里
り

水
すい

域
いき

内
ない

を漁
ぎょ

場
じょう

とする。日
にっ

本
ぽん

でとれる水
すい

産
さん

物
ぶつ

の半
はん

分
ぶん

以
い

上
じょう

が、沖
おき

合
あい

漁
ぎょ

業
ぎょう

でとられている。漁
りょう

の期
き

間
かん

は、2～3日
にち

の
こともあれば、1カ月

げつ

以
い

上
じょう

かかることもある

100トン以
い

上
じょう

の大
おお

きな船
ふね

を使
つか

い、外
がい

国
こく

の200海
かい

里
り

水
すい

域
いき

内
ない

や、どの国
くに

にも属
ぞく

さない公
こう

海
かい

を漁
ぎょ

場
じょう

とする。日
にっ

本
ぽん

の港
みなと

に
戻
もど

るまで、数
すう

カ月
げつ

から1年
ねん

半
はん

の長
ちょう

期
き

にわたって漁
りょう

をつづ
ける。船

ふね

には、さまざまな物
ぶっ

資
し

や燃
ねん

料
りょう

、漁
りょう

師
し

たちの食
しょく

事
じ

をつくる料
りょう

理
り

長
ちょう

などの船
せん

員
いん

も乗
の

っている

船
ふね
の大
おお
きさ 5～10トンの小

こ
型
がた
船
せん

漁
ぎょ
獲
かく
物
ぶつ

さまざまな魚
さかな
・貝
かい
・海
かい
藻
そう

船
ふね
の大
おお
きさ 10トン以

い
上
じょう
の中

ちゅう
～大
おお
型
がた
船
せん

漁
ぎょ
獲
かく
物
ぶつ アジ・サバ・イワシ・サンマ・ヒラメ・マ

グロ・カツオ・イカ・エビ・カニ　など

船
ふね
の大
おお
きさ 100トン以

い
上
じょう
の大
おお
型
がた
船
せん

漁
ぎょ
獲
かく
物
ぶつ

マグロ・カツオ・イカ　など

どの漁
ぎょ

業
ぎょう

にも、
さまざまな漁

ぎょ

法
ほう

があるよ。
調
しら

べてみよう！

日
にっ

本
ぽん

では、
一
いち

番
ばん

生
せい

産
さん

量
りょう

の
多
おお

い漁
ぎょ

業
ぎょう

だよ

世
せ

界
かい

の海
うみ

を
舞
ぶ

台
たい

にしているよ

内
ない

水
す い

面
め ん

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

養
よ う

殖
しょく

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

栽
さ い

培
ば い

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

川
かわ

や湖
こ

沼
しょう

を漁
ぎょ

場
じょう

とする。小
こ

型
がた

の船
ふね

を使
つか

ったり、岸
きし

に近
ちか

い
場
ば

所
しょ

から投
と

網
あみ

などで漁
りょう

をする。各
かく

地
ち

に、伝
でん

統
とう

的
てき

な漁
ぎょ

法
ほう

が存
そん

在
ざい

するのも特
とく

徴
ちょう

。個
こ

人
じん

でおこなうことが多
おお

く、規
き

模
ぼ

の小
ちい

さい漁
ぎょ

業
ぎょう

魚
さかな

や貝
かい

の稚
ち

魚
ぎょ

や稚
ち

貝
がい

、人
じん

工
こう

的
てき

に孵
ふ

化
か

させたたまご
を、水

すい

槽
そう

やいけすで育
そだ

てる漁
ぎょ

業
ぎょう

。成
せい

長
ちょう

したところで、
出
しゅっ

荷
か

する。特
とく

に人
にん

気
き

があり、高
た

値
かね

のつく水
すい

産
さん

物
ぶつ

が養
よう

殖
しょく

されている

魚
さかな

や貝
かい

の稚
ち

魚
ぎょ

や稚
ち

貝
がい

、人
じん

工
こう

的
てき

に孵
ふ

化
か

させたたまご
を、ある程

てい

度
ど

の大
おお

きさまで水
すい

槽
そう

やいけすで育
そだ

てる。そ
のあと、一

いち

度
ど

海
うみ

へ放
ほう

流
りゅう

し、自
し

然
ぜん

の中
なか

で成
せい

長
ちょう

したところ
で、再

ふたた

びとる漁
ぎょ

業
ぎょう

。放
ほう

流
りゅう

した場
ば

所
しょ

の環
かん

境
きょう

管
かん

理
り

も仕
し

事
ごと

のひとつで、減
げん

少
しょう

する水
すい

産
さん

資
し

源
げん

を回
かい

復
ふく

させる一
いっ

手
て

と
して期

き

待
たい

される

漁
ぎょ
獲
かく
物
ぶつ

アユ・サケ・マス・ワカサギ・シジミ　など

漁
ぎょ
獲
かく
物
ぶつ

ブリ・マダイ・ホタテ貝
がい
・ノリ・カキ　など

漁
ぎょ
獲
かく
物
ぶつ

マダイ・ヒラメ・ホタテ貝
がい
・車
くるま
エビ　など

栽
さい

培
ばい

漁
ぎょ

業
ぎょう

では、
魚
さかな

や貝
かい

などの一
いち

番
ばん

弱
よわ

い時
じ

期
き

を、
人
ひと

の手
て

で守
まも

っているんだよ

07

養
よう

殖
しょく

漁
ぎょ

業
ぎょう

と栽
さい

培
ばい

漁
ぎょ

業
ぎょう

は、
一
いち

度
ど

放
ほう

流
りゅう

するかどうかが
大
おお

きなちがいなんだね

育
そだ

ったら出
しゅっ

荷
か
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食
しょく

肉
にく

はどうやって食
しょく

卓
たく

まで
届
とど

いているの？
農
のう

場
じょう

から食
しょく

卓
たく

までの長
なが

い道
みち

のりがある

食
しょく

の欧
おう

米
べい

化
か

が進
すす

む日
にっ

本
ぽん

では、水
すい

産
さん

物
ぶつ

にかわって、
肉
にく

の消
しょう

費
ひ

量
りょう

が増
ふ

えています。1年
ねん

間
かん

に1
ひと

人
り

が食
た

べる
肉
にく

の量
りょう

（牛
ぎゅう

肉
にく

、豚
ぶた

肉
にく

、鶏
けい

肉
にく

をあわせた量
りょう

）は、
1960年

ねん

ごろには、およそ3キログラムでしたが、
2021年

ねん

度
ど

には、33.8キログラムにまで増
ふ

えました。
現
げん

在
ざい

の食
しょく

事
じ

に欠
か

かせなくなった食
しょく

肉
にく

は、どのように
食
しょく

卓
たく

へ届
とど

けられているのでしょうか。
食
しょく

肉
にく

のフードチェーンは、畜
ちく

産
さん

農
のう

家
か

で動
どう

物
ぶつ

を育
そだ

て

るところからはじまります。およそ決
き

められた期
き

間
かん

育
そだ

てられた牛
うし

や豚
ぶた

は、肉
にく

にするために出
しゅっ

荷
か

され、と畜
ちく

場
じょう

や食
しょく

肉
にく

センターで、と畜
ちく

、解
かい

体
たい

されます。解
かい

体
たい

さ
れてできた枝

えだ

肉
にく

やブロック肉
にく

は、食
しょく

肉
にく

卸
おろし

売
うり

市
し

場
じょう

や食
しょく

肉
にく

センターで競
せ

りによって売
う

り買
か

いされたり、外
がい

食
しょく

店
てん

や大
おお

手
て

スーパーなどへ、直
ちょく

接
せつ

届
とど

けられることもありま
す。

牛
ぎゅう

肉
にく

と豚
ぶた

肉
にく

のフードチェーン

日
に

本
ほん

の肉
にく

食
しょく

の歴
れき

史
し

食
しょく

肉
にく

のブランド化
か

現
げん

在
ざい

の日
にっ

本
ぽん

では、多
おお

くの人
ひと

が日
にち

常
じょう

的
てき

に肉
にく

を食
た

べ
ていますが、そうではない時

じ

代
だい

もありました。
はるか昔

むかし

、縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の終
お

わりごろまで、人
ひと

々
びと

は
狩
しゅ

猟
りょう

で得
え

た動
どう

物
ぶつ

の肉
にく

や、木
き

の実
み

などを食
た

べ、生
せい

活
かつ

をしていました。そこへ、農
のう

耕
こう

文
ぶん

化
か

がもたらされ、
広
ひろ

がっていくと、栽
さい

培
ばい

した穀
こく

物
もつ

が主
しゅ

食
しょく

となりはじめ
ます。大

たい

陸
りく

から入
はい

ってきた牛
うし

や馬
うま

などは、田
た

畑
はた

を耕
たがや

し、物
もの

を運
はこ

ぶ力
ちから

仕
し

事
ごと

に欠
か

かせない動
どう

物
ぶつ

でもありまし
た。
飛
あす

鳥
か

時
じ

代
だい

からは、殺
せっ

生
しょう

をきらう仏
ぶっ

教
きょう

の教
おし

えが重
かさ

なり、肉
にく

食
しょく

が禁
きん

止
し

されるようになっていきます。こう
した肉

にく

食
しょく

の禁
きん

止
し

は、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

まで何
なん

度
ど

もおこなわ
れました。そのような中

なか

でも、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には、栄
えい

養
よう

が豊
ほう

富
ふ

で、健
けん

康
こう

を回
かい

復
ふく

する食
た

べ物
もの

ということで、
薬
くすり

喰
ぐ

いと呼
よ

び、ひそかに肉
にく

を食
た

べる人
ひと

たちもいまし
た。
風
かざ

向
む

きが変
へん

化
か

したのは、ペリーの来
らい

航
こう

（1853年
ねん

）
をきっかけに、アメリカと物

ぶっ

資
し

のやりとりがおこなわ

れたときだといわれています。日
に

本
ほん

人
じん

は、欧
おう

米
べい

との
食
しょく

文
ぶん

化
か

のちがいを目
ま

の当
あ

たりにしたのです。それか
らは、肉

にく

食
しょく

をすすめる風
ふう

潮
ちょう

が高
たか

まっていきました。

近
きん

年
ねん

では、和
わ

牛
ぎゅう

という呼
よ

び名
な

が知
し

られるようになりました。
和
わ

牛
ぎゅう

とは、11 節
せつ

で紹
しょう

介
かい

する4つの
和
わ

種
しゅ

のことです。牛
うし

の種
しゅ

類
るい

に関
かん

係
けい

な
く、日

にっ

本
ぽん

で育
そだ

てられた期
き

間
かん

の長
なが

い牛
うし

を指
さ

す国
こく

産
さん

牛
ぎゅう

とは区
く

別
べつ

されています。
和
わ

牛
ぎゅう

の特
とく

徴
ちょう

は、豊
ほう

富
ふ

なサシと、柔
やわ

ら
かく独

どく

特
とく

の甘
あま

みがあるところです。
赤
あか

身
み

で筋
きん

肉
にく

質
しつ

の欧
おう

米
べい

の肉
にく

とは異
こと

なる
うまみがあります。
和
わ

牛
ぎゅう

は海
かい

外
がい

でも人
にん

気
き

が高
たか

く、輸
ゆ

出
しゅつ

や外
がい

国
こく

人
じん

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

をターゲットとした、
外
がい

食
しょく

による消
しょう

費
ひ

にも期
き

待
たい

が高
たか

まって
います。こうして見

み

ると、肉
にく

食
しょく

をめぐ
る日

にっ

本
ぽん

の変
へん

化
か

には、目
め

まぐるしいも
のがあります。

和
わ

牛
ぎゅう

と国
こく

産
さん

牛
ぎゅう

は
ちがうんだね

外
がい

国
こく

でも日
にっ

本
ぽん

の
和
わ

牛
ぎゅう

は人
にん

気
き

なんだ

10

食
しょく

肉
にく

センター

精
せい

肉
にく

店
てん

外
がい

食
しょく

店
てん

・
スーパーなど

畜
ちく

産
さん

農
のう

家
か

と畜
ちく

場
じょう

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

食
しょく

肉
にく

卸
おろし

売
うり

市
し

場
じょう

卸
おろし

売
うり

業
ぎょう

者
しゃ

食
しょく

肉
にく

加
か

工
こう

業
ぎょう

者
しゃ

牛
うし

や豚
ぶた

などを、と畜
ちく

・解
かい

体
たい

する
施
し

設
せつ

がと畜
ちく

場
じょう

。と畜
ちく

・解
かい

体
たい

と部
ぶ

分
ぶん

肉
にく

処
しょ

理
り

までを、とおしておこ
なう施

し

設
せつ

を食
しょく

肉
にく

センターと呼
よ

ぶ

食
しょく

肉
にく

卸
おろし

売
うり

市
し

場
じょう

で
は、競

せ

りにより売
ばい

買
ばい

がおこなわれる

日
にっ

本
ぽん

の肉
にく

食
しょく

の歴
れき

史
し

は、
実
じつ

はまだ、
とても浅

あさ

いんだね

と畜
ちく

場
じょう

が併
へい

設
せつ

されている
ところも多

おお

い

牛
うし

の場
ば

合
あい

は、繁
はん

殖
しょく

農
のう

家
か

と
肥
ひ

育
いく

農
のう

家
か

という2つの農
のう

家
か

をへて出
しゅっ

荷
か

される

54 55

食
た

べ物
もの

はどうやって食
しょく

卓
たく

まで届
とど
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均
きん

質
しつ

機
き

殺
さっ

菌
きん

機
き

牛
ぎゅう

乳
にゅう

はどうやって
食
しょく

卓
たく

まで届
とど

いているの？
規
き

則
そく

正
ただ

しい作
さ

業
ぎょう

が毎
まい

日
にち

つづけられている

たんぱく質
しつ

やカルシウムがたくさんとれる牛
ぎゅう

乳
にゅう

は、
給
きゅう

食
しょく

でも欠
か

かせない存
そん

在
ざい

です。私
わたし

たちは、牛
ぎゅう

乳
にゅう

を
1年
ねん

で1
ひと

人
り

当
あ

たり30キログラム以
い

上
じょう

も飲
の

んでいると

いわれています。これら牛
ぎゅう

乳
にゅう

や乳
にゅう

製
せい

品
ひん

も、食
しょく

卓
たく

まで
長
なが

い道
みち

のりをへて、届
とど

けられています。

乳
にゅう ぎゅう

牛はどうやって乳
ちち

を出
だ

しつづけているの？
牛
ぎゅう

乳
にゅう

は本
ほん

来
らい

、子
こ

牛
うし

を育
そだ

てるために母
はは

牛
うし

が出
だ

すもので、牛
うし

が妊
にん

娠
しん

・出
しゅっ

産
さん

することで、はじめて出
で

るようになります。酪
らく

農
のう

家
か

では、乳
ちち

を出
だ

してもらうように、牛
うし

が妊
にん

娠
しん

と出
しゅっ

産
さん

をくり返
かえ

すように管
かん

理
り

します。そして、それを計
けい

画
かく

的
てき

に進
すす

めるため、人
じん

工
こう

授
じゅ

精
せい

が
おこなわれます。乳

にゅう

牛
ぎゅう

のホルスタインの場
ば

合
あい

は、人
じん

工
こう

授
じゅ

精
せい

が成
せい

功
こう

すると、およそ280日
にち

で子
こ

牛
うし

を産
う

み、乳
ちち

を出
だ

すようになります。
子
こ

牛
うし

は生
う

まれてすぐに母
はは

牛
うし

から離
はな

されるため、直
ちょく

接
せつ

乳
ちち

を飲
の

むことができる時
じ

間
かん

はほとんどありません。
出
しゅっ

産
さん

を終
お

えた母
はは

牛
うし

は、搾
さく

乳
にゅう

しながら85日
にち

ほど休
やす

んだあと、再
ふたた

び人
じん

工
こう

授
じゅ

精
せい

によって次
つぎ

の出
しゅっ

産
さん

の準
じゅん

備
び

をします。こうすることで、1年
ねん

をとおしてほとんどの期
き

間
かん

、乳
ちち

が出
で

るようにするのです。搾
さく

乳
にゅう

がおこなわれないのは、乳
にゅう

量
りょう

が減
へ

る、出
しゅっ

産
さん

前
まえ

のおよそ60日
にち

間
かん

のみです。
このように、1年

ねん

に1頭
とう

のペースで
子
こ

牛
うし

を産
う

む必
ひつ

要
よう

が
ある乳

にゅう

牛
ぎゅう

のメスに、
和
わ

牛
ぎゅう

のオスをかけ
あわせ、生

う

まれた
子
こ

牛
うし

を肉
にく

用
よう

にする
こともあります。

搾
さく

乳
にゅう

集
しゅう

乳
にゅう

・計
けい

量
りょう

冷
れい

却
きゃく

機
き

清
せい

浄
じょう

機
き

貯
ちょ

乳
にゅう

タンク 貯
ちょ

乳
にゅう

充
じゅう

填
てん

包
ほう

装
そう

機
き

冷
れい

蔵
ぞう

出
しゅっ

荷
か

乳
にゅう

用
よう

の牛
うし

（乳
にゅう

牛
ぎゅう

）を育
そだ

て、乳
ちち

を搾
しぼ

って出
しゅっ

荷
か

したり、搾
しぼ

った乳
ちち

から食
しょく

品
ひん

をつくる農
のう

家
か

を酪
らく

農
のう

家
か

という。牛
ぎゅう

乳
にゅう

のフードチェー
ンは、酪

らく

農
のう

家
か

によって、牛
うし

を育
そだ

て、乳
ちち

搾
しぼ

り（搾
さく

乳
にゅう

）するところ
からはじまる

搾
さく

乳
にゅう

は、早
そう

朝
ちょう

と夕
ゆう

方
がた

の1日
にち

2回
かい

、決
き

められた時
じ

間
かん

におこな
われる。たくさんの乳

ちち

が出
で

るように改
かい

良
りょう

された乳
にゅう

牛
ぎゅう

は、決
き

め
られた時

じ

間
かん

にしっかりと搾
さく

乳
にゅう

をすることが、牛
うし

の健
けん

康
こう

管
かん

理
り

に欠
か

かせない。そのため、規
き

則
そく

正
ただ

しく搾
さく

乳
にゅう

をおこなう必
ひつ

要
よう

がある

農
のう

家
か

ごとに集
あつ

め、冷
ひ

やされた生
せい

乳
にゅう

は、生
せい

産
さん

者
しゃ

団
だん

体
たい

のタンク
ローリーによって毎

まい

日
にち

回
かい

収
しゅう

され、乳
にゅう

業
ぎょう

メーカーなどの工
こう

場
じょう

へ運
はこ

ばれる

パッキングされた牛
ぎゅう

乳
にゅう

は、配
はい

送
そう

センターや
学
がっ

校
こう

、パンや菓
か

子
し

工
こう

場
じょう

へ運
はこ

ばれる。配
はい

送
そう

センターは、さらにスーパーやコンビニなど
へ牛

ぎゅう

乳
にゅう

を配
くば

っていく

15

牛
ぎゅう

乳
にゅう

工
こう

場
じょう

工
こう

場
じょう

では、チーズやバター
などの乳

にゅう

製
せい

品
ひん

もつくられて
いるよ

冷
ひ

やして保
ほ

管
かん

し、
検
けん

査
さ

する
検
けん

査
さ

に合
ごう

格
かく

した
生
せい

乳
にゅう

を集
あつ

める
ごみをとる クリームの塊

かたまり

を
なくす

130℃
ど

で2秒
びょう

の
殺
さっ

菌
きん

後
ご

、すぐに
冷
ひ

やす

まぜながら
一
いち

時
じ

保
ほ

管
かん

する
ビンや紙

かみ

容
よう

器
き

に
入
い

れる
10℃

ど

以
い

下
か

で
保
ほ

存
ぞん

する

毎
まい

日
にち

飲
の

めるしくみが
あるんだね

出典 ：  一般社団法人 中央酪農会議「調べ学習のための　酪農キッズファーム　牛の一生」をもとに作成

0歳
さい

1歳
さい

（妊
にん

娠
しん

）14～16カ月
げつ

～

（出
しゅっ

産
さん

）2歳
さい

～

3～4回
かい

妊
にん

娠
しん

と出
しゅっ

産
さん

を
くりかえす（1年

ねん

に1回
かい

） （廃
はい

牛
ぎゅう

）6～7歳
さい

牛
ぎゅう

乳
にゅう

の出
で

る量
りょう

が少
すく

なく
なった牛

うし

はと畜
ちく

場
じょう

などに
運
はこ

ばれて肉
にく

になる
10カ月

げつ

（約
やく

280日
にち

）

酪
らく

農
のう

家
か

では、そうじや
エサやりも大

たい

切
せつ

な仕
し

事
ごと

だ
よ

酪
らく

農
のう

家
か

成
せい

分
ぶん

検
けん

査
さ

製
せい

品
ひん

検
けん

査
さ

受
うけ

入
いれ

検
けん

査
さ

よ

牛
ぎゅう

乳
にゅう

のフードチェーン

※殺
さっ

菌
きん

方
ほう

法
ほう

はいろ
いろある64 65
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食
しょく

料
りょう

をつくるための土
と

地
ち

は
なぜ足

た

りないの？
利
り

用
よう

ずみの土
と

地
ち

ややせた土
と

地
ち

では食
しょく

料
りょう

がつくれない

農
のう

作
さく

物
ぶつ

をつくるために、土
と

地
ち

が足
た

りないというこ
とは、どうして起

お

こるのでしょうか。
その国

くに

や地
ち

域
いき

に暮
く

らす人
ひと

たちの数
かず

に対
たい

して、国
こく

土
ど

が小
ちい

さければ、食
しょく

料
りょう

をつくるために使
つか

える土
と

地
ち

も
小
ちい

さくなります。人
ひと

が住
す

むための場
ば

所
しょ

や、開
かい

発
はつ

の
進
すす

んだ都
と

市
し

部
ぶ

には、農
のう

地
ち

をつくることができません。
さらに、工

こう

業
ぎょう

が発
はっ

展
てん

した地
ち

域
いき

では、農
のう

地
ち

の代
か

わり
に工

こう

場
じょう

などをつくるために、土
と

地
ち

が使
つか

われます。

日
にっ

本
ぽん

では、山
やま

や起
き

伏
ふく

のある地
ち

形
けい

が多
おお

いことも、農
のう

地
ち

にすることが難
むずか

しい原
げん

因
いん

のひとつとなっています。
世
せ

界
かい

の事
じ

情
じょう

を見
み

てみると、砂
さ

漠
ばく

などのやせた土
と

地
ち

や、家
か

畜
ちく

を放
ほう

牧
ぼく

する放
ほう

牧
ぼく

地
ち

なども、農
のう

作
さく

物
ぶつ

をつ
くるのに適

てき

した土
と

地
ち

ではありません。また、保
ほ

全
ぜん

し
なければならない森

しん

林
りん

や公
こう

園
えん

なども、農
のう

地
ち

にでき
ない土

と

地
ち

といえます。

こわしてはいけない
森
もり

や公
こう

園
えん

もあるよね

03

つくることができない場
ば

所
しょ

農
のう

作
さく

物
ぶつ

が育
そだ

たず、人
ひと

も住
す

めない場
ば

所
しょ

といえば、砂
さ

漠
ばく

が思
おも

い浮
う

かびます。砂
さ

漠
ばく

はもともと、気
き

候
こう

や地
ち

形
けい

によって、自
し

然
ぜん

につくり出
だ

されたものです。ところが
近
きん

年
ねん

、人
ひと

が住
す

み、緑
みどり

のあった場
ば

所
しょ

から、養
よう

分
ぶん

や水
すい

分
ぶん

を含
ふく

んだ土
つち

が失
うしな

われ、植
しょく

物
ぶつ

が育
そだ

ちにくい土
と

地
ち

に
変
か

わる現
げん

象
しょう

が起
お

き、問
もん

題
だい

となっています。これを砂
さ

漠
ばく

化
か

といいます。砂
さ

漠
ばく

化
か

の原
げん

因
いん

には、気
き

候
こう

の変
へん

化
か

によるものと、人
にん

間
げん

の活
かつ

動
どう

によるものがあります。

ちがう目
もく

的
てき

で
使
つか

われている土
と

地
ち

は、
もう使

つか

えないよね

人
にん

間
げん

の活
かつ

動
どう

気
き

候
こう

の変
へん

化
か

砂
さ

漠
ばく

化
か

ヤギやヒツジを放
ほう

牧
ぼく

し過
す

ぎたり、畑
はたけ

のつくり過
す

ぎ、植
しょく

物
ぶつ

のとり過
す

ぎ（薪
たきぎ

など）が起
お

きた土
と

地
ち

では、植
しょく

物
ぶつ

が減
へ

って表
ひょう

土
ど

がむき出
だ

しになり、風
ふう

食
しょく

や水
すい

食
しょく

が起
お

こりやすくなる

地
ち

球
きゅう

が、もともとくり返
かえ

している気
き

候
こう

の変
へん

動
どう

（干
かん

ばつ、乾
かん

燥
そう

化
か

など）が、砂
さ

漠
ばく

化
か

の原
げん

因
いん

に
なることがある。一

いっ

方
ぽう

で、人
ひと

の活
かつ

動
どう

が、気
き

候
こう

の変
へん

化
か

にあたえる影
えい

響
きょう

も大
おお

きくなってきた

過
か

農
のう

耕
こ う

過
か

剰
じょう

採
さ い

取
し ゅ

過
か

放
ほ う

牧
ぼ く

雨
あま

粒
つぶ

と水
みず

の流
なが

れの勢
いきお

いによっ
て、地

ち

表
ひょう

の土
つち

が流
なが

される水
すい

食
しょく

。砂
さ

漠
ばく

化
か

の原
げん

因
いん

の多
おお

くが、この水
すい

食
しょく

であるとい
われている

水
すい

食
しょく

風
かぜ

が、地
ち

表
ひょう

の土
つち

を吹
ふ

き飛
と

ばす風
ふう

食
しょく

。吹
ふ

き飛
と

ばされた場
ば

所
しょ

も、吹
ふ

き飛
と

ん
だ土

つち

がたまる場
ば

所
しょ

でも、植
しょく

物
ぶつ

は育
そだ

つこと
ができない

風
ふう

食
しょく

日
ひ

差
ざ

しが強
つよ

く、雨
あめ

の少
すく

ない乾
かん

燥
そう

し
た土

と

地
ち

で、川
かわ

や湖
みずうみ

の水
みず

、地
ち

下
か

水
すい

を一
いち

度
ど

に大
たい

量
りょう

に使
つか

って植
しょく

物
ぶつ

を育
そだ

てるときに、
起
お

こりやすい塩
えん

害
がい

。それらの水
みず

に含
ふく

まれる
塩
えん

類
るい

は、水
みず

が蒸
じょう

発
はつ

したあとも地
ち

表
ひょう

に残
のこ

り、
植
しょく

物
ぶつ

を枯
か

らしてしまう

塩
えん

害
が い

類は、水が蒸発したあとも地表に残
物
ぶつ

を枯
か

らしてしまう

砂
さ

漠
ばく

化
か

が起
お

こる原
げん

因
いん
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海
うみ

蒸
じょう

発
は つ

地
ち

下
か

水
すい

循
じゅん

環
かん

する淡
たん

水
すい

のうち、
私
わたし

たちが自
じ

由
ゆう

に使
つか

える水
みず

は、
ごくわずかなんだよ

湖
こ　しょう

沼

川
かわ

食
しょく

料
りょう

をつくるための
水
みず

はなぜ足
た

りないの？
限
かぎ

られた水
みず

が偏
かたよ

って存
そん

在
ざい

している

一
いっ

方
ぽう

で、灌
かん

漑
がい

農
のう

業
ぎょう

には大
たい

量
りょう

の水
みず

が使
つか

われ、世
せ

界
かい

のいくつかの地
ち

域
いき

では、使
つか

い過
す

ぎが問
もん

題
だい

になってい
るところも出

で

てきています。
淡
たん

水
すい

は、好
す

きなときに、ほしい分
ぶん

だけ湧
わ

いて出
で

てく

るものではありません。降
ふ

り注
そそ

いだ雨
あめ

も、やがて蒸
じょう

発
はつ

して雲
くも

となり、再
ふたた

び雨
あめ

になるという循
じゅん

環
かん

をたどり、
増
ふ

えつづけることはありません。それらをどのように
上
じょう

手
ず

に利
り

用
よう

するのか、考
かんが

えなければなりません。

地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

04

農
のう

作
さく

物
ぶつ

をつくるために、土
と

地
ち

と同
おな

じように足
た

りな
くなることが心

しん

配
ぱい

される水
みず

。どうして、そのようなこ
とが起

お

こるのでしょうか。
植
しょく

物
ぶつ

を育
そだ

てるためには水
みず

が必
ひつ

要
よう

ですが、水
みず

なら
ばなんでもよいというわけではありません。人

ひと

が飲
の

む水
みず

と同
おな

じく、植
しょく

物
ぶつ

を育
そだ

てるために必
ひつ

要
よう

な水
みず

も、塩
えん

分
ぶん

の濃
のう

度
ど

が低
ひく

い淡
たん

水
すい

です。
水
みず

の惑
わく

星
せい

と呼
よ

ばれる地
ち

球
きゅう

には、豊
ほう

富
ふ

な水
みず

があり

ますが、そのほとんどは、塩
えん

分
ぶん

の多
おお

い海
かい

水
すい

です。
淡
たん

水
すい

は、地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

のうち2.5％で、ごくわずか
しかないのです。そのうちの多

おお

くは、南
なん

極
きょく

や北
ほっ

極
きょく

に
氷
こおり

として存
そん

在
ざい

するため、すぐに使
つか

えるものではあり
ません。
また、手

て

に入
い

れることのできる淡
たん

水
すい

のある場
ば

所
しょ

に
は偏

かたよ

りがあるため、十
じゅう

分
ぶん

に得
え

られる場
ば

所
しょ

と得
え

られな
い場

ば

所
しょ

があります。

地
ち

球
きゅう

の水
みず

の
ほとんどは

海
かい

水
すい

なんだね

海
かい

水
すい

は、
そのままでは農

のう

作
さく

物
ぶつ

をつくることに利
り

用
よう

できないんだよ

水
みず

の使
つか

い方
かた

でふたつの農
のう

業
ぎょう

がある
農
のう

業
ぎょう

には、降
ふ

り注
そそ

ぐ雨
あま

水
みず

を利
り

用
よう

する天
てん

水
すい

農
のう

業
ぎょう

と、川
かわ

や
湖
みずうみ

の水
みず

や、地
ち

下
か

水
すい

などを水
すい

路
ろ

で引
ひ

き込
こ

み、人
じん

工
こう

的
てき

に水
みず

を
補
ほ

給
きゅう

する灌
かん

漑
がい

農
のう

業
ぎょう

のふたつがあります。
水
すい

田
でん

に水
みず

を満
み

たしておこなう稲
いな

作
さく

は、代
だい

表
ひょう

的
てき

な灌
かん

漑
がい

農
のう

業
ぎょう

のひとつです。せまい土
と

地
ち

の中
なか

で、多
おお

くの人
じん

口
こう

を養
やしな

う必
ひつ

要
よう

があった日
にっ

本
ぽん

では、稲
いな

作
さく

のための灌
かん

漑
がい

設
せつ

備
び

の発
はっ

展
てん

と拡
かく

大
だい

が、欠
か

かせませんでした。

淡
たん

水
すい

の循
じゅん

環
かん

❶淡
たん

水
すい

として利
り

用
よう

できる
のは、陸

りく

地
ち

に降
ふ

りそそぐ雨
あめ

淡
たん

水
すい

はこんなに
少
すく

ないんだね

氷
ひょう

河
が

など

地
ち

下
か

水
すい

1.7%

0.01%

0.8% 2.5%

97.5%

淡
たん

水
すい

海
かい

水
すい

など
地
ち

球
きゅう

の
水
みず

の量
りょう

約
やく13.86億おくkm3

河
か

川
せん

・湖
こ

沼
しょう

など

❷大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は、自
し

然
ぜん

の営
いとな

み
の中

なか

で利
り

用
よう

されながら、
蒸
じょう

発
はつ

して再
ふたた

び雲
くも

になる

❺あたためられた海
かい

水
すい

が、蒸
じょう

発
はつ

して
再
ふたた

び淡
たん

水
すい

（雲
くも

）になる

❸一
いち

部
ぶ

は、湖
みずうみ

や沼
ぬま

、貯
ちょ

水
すい

池
ち

に蓄
たくわ

え
られたり、地

ち

下
か

水
すい

として蓄
たくわ

えられる
❹さらにそのうちの一

いち

部
ぶ

は、
海
うみ

などへ流
なが

れ出
だ

す

川
かわ

や湖
みずうみ

などの生
せい

態
たい

系
けい

を守
まも

り、汚
よご

れた排
はい

水
すい

をうすめるた
めに、環

かん

境
きょう

の中
なか

に水
みず

を残
のこ

すことも大
たい

切
せつ
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流
りゅう

通
つう

のルールを見
み

直
なお

して
食
しょく

品
ひん

ロスを減
へ

らそう
しくみから変

か

えていく努
ど

力
りょく

がおこなわれている

02

食
しょく

品
ひん

がおいしく食
た

べられる期
き

間
かん

を十
じゅう

分
ぶん

に残
のこ

して販
はん

売
ばい

し、消
しょう

費
ひ

者
しゃ

が手
て

に取
と

れるようにするために、3分
ぶん

の 1ルールというものがあります。これは、食
しょく

品
ひん

メー
カーや小

こ

売
うり

店
てん

が守
まも

ってきたルールで、賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

ま
での期

き

間
かん

が、比
ひ

較
かく

的
てき

長
なが

い食
しょく

品
ひん

に使
つか

われています。
ところが、ルールを守

まも

ると、つくったあと、届
とど

ける
ことが遅

おく

れた食
しょく

品
ひん

や、まだおいしく食
た

べられる期
き

間
かん

を残
のこ

した食
しょく

品
ひん

まで、捨
す

てられてしまうことがあります。

菓
か

子
し

などの多
おお

くも、このルールで取
と

り扱
あつか

われてい
ます。菓

か

子
し

であれば、買
か

ってから2週
しゅう

間
かん

あれば食
た

べ切
き

る人
ひと

が多
おお

く、賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

まで長
なが

い期
き

間
かん

が残
のこ

って
いる必

ひつ

要
よう

はありません。
そこで、製

せい

造
ぞう

日
ひ

から賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

まで、半
はん

分
ぶん

の期
き

間
かん

は小
こ

売
うり

店
てん

に届
とど

けることができたり、小
こ

売
うり

店
てん

で販
はん

売
ばい

できる期
き

間
かん

を長
なが

くするなど、このルールをゆるめる
取
と

り組
く

みが、はじめられています。

またこれまで、「〇年
ねん

〇月
がつ

〇日
にち

」と表
ひょう

示
じ

されてき
た賞

しょう

味
み

期
き

限
げん

を、「〇年
ねん

〇月
がつ

」の表
ひょう

示
じ

に変
へん

更
こう

すること
でも、食

しょく

品
ひん

ロスを減
へ

らすことに貢
こう

献
けん

できます。
食
しょく

品
ひん

の流
りゅう

通
つう

には、同
おな

じ食
しょく

品
ひん

の場
ば

合
あい

、先
さき

に仕
し

入
い

れ
たものの賞

しょう

味
み

期
き

限
げん

よりも、期
き

限
げん

の早
はや

いものを、あと
から仕

し

入
い

れない、先
さき

入
い

れ先
さき

出
だ

しルールと呼
よ

ばれる
ものがあります。賞

しょう

味
み

期
き

限
げん

が「年
ねん

月
がっ

日
ぴ

」で示
しめ

され
ていると、1

いち

日
にち

のちがいでも仕
し

入
い

れてもらえず、販
はん

売
ばい

の機
き

会
かい

を失
うしな

う食
しょく

品
ひん

が出
で

てしまいます。
「年

ねん

月
げつ

」表
ひょう

示
じ

に変
か

えることで、数
すう

日
じつ

のちがいを気
き

にすることなく仕
し

入
い

れ、販
はん

売
ばい

がおこなえるようになり、
食
しょく

品
ひん

ロスを減
へ

らすことができるのです。
もちろん、安

あん

全
ぜん

でおいしく食
た

べられることが大
だい

前
ぜん

提
てい

のため、賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

が長
なが

い食
しょく

品
ひん

に限
かぎ

って、年
ねん

月
げつ

表
ひょう

示
じ

への変
へん

更
こう

が進
すす

められています。

3分
ぶん

の1ルールを見
み

直
なお

す

賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

の表
ひょう

示
じ

を見
み

直
なお

す

3分
ぶん

の1ルールのおさらい（→19ページ）
たとえば、賞

しょう

味
み

期
き

限
げん

まで6カ月
げつ

の食
しょく

品
ひん

の場
ば

合
あい

、製
せい

造
ぞう

者
しゃ

は、
最
さい

初
しょ

の 2カ月
げつ

間
かん

で、食
しょく

品
ひん

を小
こ

売
うり

店
てん

に納
おさ

め、受
う

け取
と

った小
こ

売
うり

店
てん

は、次
つぎ

の 2カ月
げつ

間
かん

で売
う

り、最
さい

後
ご

の2カ月
げつ

間
かん

は廃
はい

棄
き

、または
値
ね

引
び

き販
はん

売
ばい

するというルールです。賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

までの期
き

間
かん

を、
3等
とう

分
ぶん

して割
わ

り当
あ

てるので、このように呼
よ

ばれています。

どのくらいの期
き

間
かん

で、
食
た

べ切
き

ってもらえるの
かを考

かんが

えることも大
たい

切
せつ

小
こ

売
うり

店
てん

に届
とど

けられる
食
しょく

品
ひん

が増
ふ

える

できるだけ長
なが

く売
う

るこ
とができる

在
ざい

庫
こ

がむだなく
活
かつ

用
よう

できる

年
ねん

月
げつ

表
ひょう

示
じ

によって、次
つぎ

の手
て

間
ま

も省
はぶ

けること
が期

き

待
たい

されている
❶倉

そう

庫
こ

内
ない

での在
ざい

庫
こ

管
かん

理
り

やピッキング
　（メーカーや卸

おろし

売
うり

業
ぎょう

者
しゃ

の動
うご

き）
❷店

てん

舗
ぽ

での期
き

限
げん

確
かく

認
にん

や陳
ちん

列
れつ

　（スーパーやコンビニの動
うご

き）

年
ねん

月
げつ

表
ひょう

示
じ

なら、
取
と

り扱
あつか

いも便
べん

利
り

に
なるんだね

鮮
せん

度
ど

や品
ひん

質
しつ

を保
たも

つ
技
ぎ

術
じゅつ

も進
しん

歩
ぽ

しているから、
賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

そのものも長
なが

くできる
ようになってきたよ

陳
ちん

列
れつ

も
楽
らく

になるね

メーカー

小
こ

売
うり

店
てん

（スーパーやコンビニ）

卸
おろし

売
うり

業
ぎょう

者
しゃ

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

メ
ー
カ
ー

ス
ー
パ
ー

卸お
ろ
し

売う
り

2カ月
げつ

2カ月
げつ

2カ月
げつ

製
せい

造
ぞう

日
ひ

販
はん

売
ばい

期
き

限
げん

納
のう

品
ひん

期
き

限
げん

店
てん

頭
とう

から撤
てっ

去
きょ

、廃
はい

棄
き

（一
いち

部
ぶ

値
ね

引
び

き販
はん

売
ばい

）

出典 ： 消費者庁「食品ロス削減に向けた取組」をもとに作成

賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

6カ月
げつ

の例
れい

倉
そう

庫
こ

スーパー・コンビニ

見
みな

直
お

すことで…

先
さき

に仕
し

入
い

れ
もう仕

し

入
い

れて
もらえない

変
へん

更
こう

前
まえ

変
へん

更
こう

後
ご
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残
のこ

さずにおいしく
食
た

べてもらおう
来
らい

客
きゃく

と協
きょう

力
りょく

して廃
はい

棄
き

を減
へ

らす飲
いん

食
しょく

店
てん

の工
く

夫
ふう

05

準
じゅん

備
び

や調
ちょう

理
り

に工
く

夫
ふう

をこらす

レストランやカフェなどの飲
いん

食
しょく

店
てん

では、たくさんの
メニューの中

なか

から、来
らい

客
きゃく

が希
き

望
ぼう

するものを、できる
だけ早

はや

く提
てい

供
きょう

することが求
もと

められています。あらか
じめ食

しょく

材
ざい

を準
じゅん

備
び

し、すばやく調
ちょう

理
り

して提
てい

供
きょう

するとい
う流

なが

れのさまざまな場
ば

面
めん

で、食
しょく

品
ひん

ロスが生
う

まれてい
ます。そこでは、どのような対

たい

策
さく

がおこなわれてい
るのでしょうか。
飲
いん

食
しょく

店
てん

は、来
らい

客
きゃく

の数
かず

や注
ちゅう

文
もん

されるメニューの予
よ

測
そく

を、なるべく正
せい

確
かく

におこなうように努
ど

力
りょく

しています。
準
じゅん

備
び

したにも関
かか

わらず、来
らい

客
きゃく

が少
すく

ない場
ば

合
あい

や、注
ちゅう

文
もん

されなかった場
ば

合
あい

に、食
しょく

材
ざい

ごとむだになることを
防
ふせ

ぐためです。また、食
しょく

材
ざい

を小
こ

分
わ

けにして保
ほ

存
ぞん

性
せい

を高
たか

める工
く

夫
ふう

や、食
た

べられる部
ぶ

分
ぶん

をあまさず使
つか

いき
る調

ちょう

理
り

の技
ぎ

術
じゅつ

の向
こう

上
じょう

も、食
しょく

品
ひん

ロスの削
さく

減
げん

に貢
こう

献
けん

し
ています。

調
ちょう

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

の向
こう

上
じょう

や、食
しょく

品
ひん

ロ
スを減

へ

らす新
しん

メニューの開
かい

発
はつ

をおこなう飲
いん

食
しょく

店
てん

もある

過
か

去
こ

の情
じょう

報
ほう

と照
て

らし合
あ

わせ、必
ひつ

要
よう

な
食
しょく

材
ざい

の種
しゅ

類
るい

と量
りょう

を予
よ

測
そく

して調
ちょう

節
せつ

す
る。予

よ

測
そく

には、天
てん

気
き

や人
ひと

の流
なが

れなど
が、複

ふく

雑
ざつ

に関
かか

わるため、最
さい

近
きん

では、
A
エーアイ

I（人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

）を活
かつ

用
よう

した予
よ

測
そく

サー
ビスなども導

どう

入
にゅう

されはじめている

ハーフサイズや小
こ

盛
も

りなど、少
すく

ない量
りょう

を選
えら

べるようにすること
で、食

た

べきれない注
ちゅう

文
もん

を減
へ

らす工
く

夫
ふう

も増
ふ

えている

注
ちゅう

文
もん

調
ちょう

理
り

提
てい

供
きょう

食
しょく

材
ざい

の保
ほ

存
ぞん

にも
工
く

夫
ふう

があるよ 食
た

べ切
き

れる量
りょう

を
注
ちゅう

文
もん

することが
大
たい

切
せつ

だね

来
らい

客
きゃく

と一
いっ

緒
しょ

におこなう取
と

り組
く

み

さらに、より積
せっ

極
きょく

的
てき

な食
しょく

品
ひん

ロス対
たい

策
さく

をおこなう飲
いん

食
しょく

店
てん

も出
で

てきています。
漁
ぎょ

港
こう

で水
みず

揚
あ

げされた水
すい

産
さん

物
ぶつ

や、農
のう

作
さく

物
ぶつ

の中
なか

に
は、市

いち

場
ば

に出
だ

すことができず、捨
す

てられてしまうも
のがあります。そうした食

しょく

材
ざい

をおいしく調
ちょう

理
り

し、提
てい

供
きょう

することで、食
しょく

品
ひん

ロスを減
へ

らそうとする工
く

夫
ふう

がお
こなわれています。
そして、飲

いん

食
しょく

店
てん

で、来
らい

客
きゃく

ができる食
しょく

品
ひん

ロス対
たい

策
さく

は、

なんといっても食
た

べ切
き

ることです。食
た

べ切
き

れない量
りょう

を注
ちゅう

文
もん

したり、おしゃべりに夢
む

中
ちゅう

のあまり、食
た

べるこ
とをおろそかにしてしまうということはありませんか？ 
飲
いん

食
しょく

店
てん

の側
がわ

も、こうした食
た

べ残
のこ

しを減
へ

らすため、量
りょう

が選
えら

べるメニューをつくったり、提
てい

供
きょう

するタイミング
を調

ちょう

節
せつ

するなどの工
く

夫
ふう

をおこなっています。来
らい

客
きゃく

は、
それらを自

じ

分
ぶん

に合
あ

わせて選
えら

ぶことで、食
しょく

品
ひん

ロス対
たい

策
さく

に貢
こう

献
けん

できます。

3010運
うん

動
どう

で食
た

べ残
のこ

しをなくす

ドギーバッグで食
た

べ残
のこ

しを持
も

ち帰
かえ

る

パーティーや宴
えん

会
かい

などでは、たくさんの料
りょう

理
り

が提
てい

供
きょう

されるにも関
かか

わらず、
おしゃべりが優

ゆう

先
せん

され、食
た

べ残
のこ

しが大
たい

量
りょう

に出
で

ることがあります。料
りょう

理
り

を楽
たの

しむ時
じ

間
かん

をつくることで、もったいないを防
ふせ

ぐのが 3010運
うん

動
どう

です。
適
てき

量
りょう

を注
ちゅう

文
もん

して、乾
かん

杯
ぱい

したあとの30分
ぷん

と、終
しゅう

了
りょう

前
まえ

の10分
ぷん

は、席
せき

を立
た

たず、料
りょう

理
り

を楽
たの

しむ運
うん

動
どう

です。

食
た

べ残
のこ

しを持
も

ち帰
かえ

るドギーバッグ
の利

り

用
よう

も有
ゆう

効
こう

な対
たい

策
さく

ですが、持
も

ち
帰
かえ

ったあとは、すぐに食
た

べきることや、
再
さい

加
か

熱
ねつ

するなど、食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

の予
よ

防
ぼう

に注
ちゅう

意
い

しなければなりません。

パーティーはじめの30分
ふん

パーティーなかば パーティーおわりの　10分
ふん

味
あじ

わいタイム 楽
たの

しみタイム 食
た

べきりタイム
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